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ので、アルデヒド類をオレフインに光付加させ高収率で 1 : 1 付加物を得、これをケトン分解するこ
とにより γ ーケト酸が容易に合成出来ることを明らかにしている。
第四編は、エステルのオレブインへの光付加によりオキセタンの合成にはじめて成功したことに関
係するものである。すなわち、シュウ酸ジエチル、エチルカルパメート、 α ーケトエステルを 1 : 1 ー
ジフェニルエチレンおよび、α ーメチルスチレンに光付加させ、全く新しいオキセタンを合成しており、
特に、 トリメチレンオキシド環の炭素上に直接アミノ基を持つ興味ある構造のオキセタンの合成に成
功したことを述べている。
最後に結論としてここに開発された諸反応を総括し、これが新しい有機合成法として利用され得る
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ことを述べている。
論文の審査結果の要旨
最近石油から食料、特に蛋白質、アミノ酸の合成開発が要望されつつあるが、本論文は、 α ーアミ
ノ酸の合成原料となる αーケトカルボン酸エステルをシュウ酸エステルなどの光化学反応を巧みに応
用して合成に成功した結果を述べ、またこれに関連する数多くの新しい合成法を提示している。
さらに、光化学によって今まで例を見ないエステルとオレフインとの付加によるオキセタンの合成
をおこない、特にカルパメートとの反応によりトリメチレンオキシド環の炭素上に直接アミノ基を有
するオキセタンの合成にも成功している。
以上のように、本研究は、光化学反応過程による全く新しいケトカルボン酸エステルおよびオキセ
タン類の合成法を確立したもので、この分野の学術並びに応用面への発展に寄与するところ大きいも
のがあると考えられる。よって、本論文は、博士論文として価値あるものと認める。
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